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４．計画の達成状況の評価 

４－１．計画推進状況の評価体制 

 行政からの財政負担に制約がある中で、持続可能で利便性の高い公共交通システムの確保・維持を図

るためには、交通事業者の自助努力や公的資金の投入だけでなく、地域住民自らが公共交通をみんなで

創り、守り、育てるという意識をもって関わっていくことが重要になる。 

本計画の実施にあたっては、行政だけでなく、交通事業者、地域住民が連携・協働し、一体となっ

て総合的に取り組んでいくことが必要不可欠であることから、以下のような役割分担を行いながら、

各事業に協力して取り組むための体制づくりを推進していく。 

 

     ■本計画推進のための住民・事業者・行政による協働・連携体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

交通事業者 

・安全で快適なサービスの提供 

・利用促進に向けた取組 

・市の実施事業への協力 

稲敷市地域公共交通活性化協議会 

 

・ＰＤＣＡサイクルによる事業進捗の評価 

・公共交通の現状把握・評価、課題等の検証 

・公共交通の運行方針、ルート、ダイヤ等の調整 

・利用促進に向けた取組 

国土交通省・茨城県 稲敷警察署 道路管理者(県・市) 

交通事業者・団体 利用者代表 

運行サービスの提供 
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各
種
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行
等
に
係
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提案 
調整 

稲敷市 
・市民ニーズの把握、検証 

・公共交通の利用促進ＰＲ、その他関係情報の

発信 

・一定範囲内での財政支援（補助金等） 

 

地域住民 

・公共交通に対する理解 

・公共交通の利用 

・イベントや会議等への参加 

学識経験者 

福祉・教育関係団体
市職員試食・利用者

代表 市 関係部署 
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４－２．評価・検証に向けたＰＤＣＡサイクル 

 「稲敷市地域公共交通計画」の推進にあたっては、公共交通を取り巻く環境（稲敷市の人口減少動向

や、IOT 技術の進展による交通システムの技術革新動向等）の大きな変化をあらかじめ織り込むことが

肝要である。それを踏まえ本計画に記載した事業等の評価・検証を綿密かつ継続的に行い、必要に応じ

て見直しを図る必要がある。 

 評価・検証については、「ＰＤＣＡサイクル」の仕組みにより進行管理を実施し、目標達成の状況把握

や事業の見直し・改善を行う。 

 

 

■評価・検証に向けたＰＤＣＡサイクル 

 
 

 

 

４－３．評価方法及びスケジュール 

 計画最終年度（令和 12 年度）においては、毎年実施する事業者からの情報提供による利用実績や地

域住民の公共交通に関する満足度・移動行動等についての各種アンケート調査を踏まえ、計画全体及び

公共交通体系について、評価指標・目標値の達成状況の評価を行い、実施施策の見直し及び新たな施策

を追加し、次年度に計画の改訂を行う。 

 なお、事業による効果を評価するために、必要に応じて計画期間の中間年度に当たる令和 10年度に

計画全体及び公共交通体系の評価を行うものとする。 

 また、公共交通機関の利用状況及び計画に定めた事業の実施結果に関する評価については、年度ごと

に実施していく。 

  

Plan：計画

稲敷市地域公共交通計画・
見直し

Do：実施

計画に基づく事業の実施

Check：評価

事業実施状況や取組みに
よる目標達成状況を評

価・検証

Action：改善

取組みの評価の結果に

応じて、改善策を検討

稲敷市 
地域公共交通 
活性化協議会 
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■計画区間内における進捗管理・評価スケジュール 

 令和８年 
（１年目） 

令和９年 
（２年目） 

令和 10 年 
（３年目） 

令和 11 年 
（４年目） 

令和 12 年 
（５年目） 

施策・事業の実施 
     

施策・事業のモニ
タリング・評価 

     

計画の評価指標
のモニタリング・
評価 

     

計画の見直し検
討・改訂 

     

 

■年間スケジュール（案） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

地域公共交

通活性化協

議会等の開

催 

  ❶       ❷   

計画に基づ

き実施する

内容 

            

関連する事

項 

            

 

 

 

  

実施  Ｄ 
準備  

実施  Ｄ 
準備  

実施  Ｄ 
準備  

実施  Ｄ 
準備  

実施  Ｄ 
準備  

 Ｃ  Ａ•Ｐ  Ｃ  Ｃ  Ａ•Ｐ  Ｃ  Ａ•Ｐ  Ｃ  Ａ•Ｐ 

 Ｃ 
評価
指標  Ｃ 

評価
指標 

 Ｃ 
評価
指標 

 Ｃ 
評価
指標  Ｃ 

評価指標・
計画の評価 

 Ａ•Ｐ 次期計画の検討  必要に応じて計画変更 Ａ•Ｐ 

施策・事業の実施  Ｄ 

準備  

前年度を踏ま 
えた事業計画 

Ｐ 
次年度の事業 
計画の具体化 

Ｐ 
施策・事業の 
モニタリング 

Ｃ 
次年度への 
見直し検討 

Ａ 

次年度予算要求 

分科会（適宜） 


